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　全島避難指示
解除から 3 年。島では

東京・三宅支庁によるダム
工事などがほぼ終了した。そし

て２月には村長、村議会議員選
挙が行われる。それを機に皆さ
んと、今後の復興の課題な

どを考えたい。
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○ふるさとネット新年会開催！
日時：２月 16 日（土）
　　　　18 時 30 分から。
会場：「ビストロおきみくら」
　　　TEL  03-5715-3688
　京急本線『青物横丁駅』
　から徒歩約２分（新報第
　９号で紹介）
会費：4000 円
　お店に並ぶ全国の焼酎を
飲んだり、食事をしながら
楽しい時間を。お誘い合わ
せの上お越しください。

○ご寄付のお願い
郵便振替口座
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
再生ネットワーク

事務局：あすなろ保育園内
住所：〒 173-0005
      東京都板橋区仲宿25-6 
電話・FAX　　03(3963)5697

事務局便り

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
の
結
成
か
ら
間
も

な
く
３
年
が
た
ち
ま
す
。
昨

年
も
素
敵
な
出
会
い
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
の
大
切
さ
を
実
感
致
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
お
心
遣

い
に
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

世
話
人
・
事
務
局
一
同

日
選
挙
で
２
月
５
日
告
示
、

10
日
投
票
日
を
予
定
し
て
い

る
。
な
お
、
任
期
は
村
長
が

２
月
14
日
。
村
議
は
24
日
ま

で
で
あ
る
。

　

今
号
で
は
、
こ
の
選
挙
の

課
題
に
つ
い
て
考
え
て
見
た

い
。
第
一
に
島
の
現
状
認
識

に
つ
い
て
。
第
二
に
復
旧
と

再
生
の
方
向
性
と
重
点
は
な

に
か
。
第
三
に
、
そ
の
具
体

策
に
つ
い
て
。

　

こ
の
三
点
を
問
う
選
挙
に

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

長
期
避
難
に
よ
っ
て
荒
れ

果
て
た
三
宅
島
の
復
旧
の
た

め
に
村
長
・
村
職
員
、
東
京

都
・
三
宅
支
庁
の
皆
さ
ま
の

ご
努
力
に
ま
ず
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。

　

災
害
復
旧
は
、
18
年
度
末

で
砂
防
ダ
ム
51
基(

新
た

に
２
基
着
工
中)

。
治
山
ダ

ム
１
８
３
基
、
都
村
道
、
村

営
住
宅
工
事
完
了
な
ど
で
工

事
人
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
。

　

災
害
復
旧
工
事
は
、
一
段

落
し
た
。
さ
あ
次
は
復
興
だ
。

イ
ベ
ン
ト
だ
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
。

　

島
民
の
意
思
に
基
づ
き
全

島
避
難
指
示
を
村
長
は
解
除

し
た
。
そ
の
後
３
年
、
帰
島

後
私
た
ち
は
重
大
な
問
題
を

置
き
去
り
に
し
た
り
、
対
策

を
怠
っ
て
き
た
り
し
た
事
柄

が
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
問
題
を
振

り
返
っ
て
み
る
良
い
機
会
に

今
回
の
選
挙
は
な
る
と
思

う
。
そ
の
為
に
今
回
２
面
、

３
面
に
掲
載
を
し
て
い
る

デ
ー
タ
を
作
っ
て
み
た
。
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
て
み
た

い
。
（
２
面
に
つ
づ
く
）

　

三
宅
島
は
、
全
島
避
難
指

示
解
除
か
ら
３
年
を
迎
え
る

が
残
念
な
が
ら
現
在
も
火
山

ガ
ス
に
よ
る
被
災
地
の
ま
ま

で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
本
年
２
月

に
村
長
と
村
会
議
員
の
選
挙

が
あ
る
。
12
月
の
村
の
予
定

で
は
12
月
17
日
か
ら
最
後
の

議
会
開
催
。
村
長
・
村
議
同

新
年
の
ご
挨
拶

現
状
認
識
な
ど
が
課
題

ダ
ム
工
事
等
完
了

置
き
去
り
に
し
た
事
柄
は
？

新しい年  本格的な復興に向けて

選挙を議論の機会に
会長
時評

三
宅
島
の
由
緒
あ
る
富
賀
神
社
も
12

月
に
新
築
さ
れ
て
、
お
祝
い
の
餅
ま

き
に
は
多
数
の
島
民
が
集
ま
っ
た
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島
の
復
旧
の
状
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
施
設
や
事

業
所
等
の
比
較
表
を
作
っ
て

み
た
。(

第
１
表)

　

保
育
園
、
学
校
等
の
公
共

施
設
は
子
ど
も
た
ち
の
帰
島

人
口
の
極
端
な
減
少
の
た
め

に
３
分
の
１
に
統
合
縮
小
し

て
い
る
。

　

昨
年
１
月
に
適
正
規
模
等

の
検
討
委
員
会
が
島
民
に
中

間
報
告
書
を
出
し
説
明
会
が

開
か
れ
た
。
そ
の
報
告
書
に

小
・
中
生
徒
数
の
推
移
が
示

さ
れ
２
０
１
１
年
度
ま
で
の

想
定
数
が
あ
る
。
こ
の
数
値

と
第
２
表
の
現
在
の
在
籍
生

徒
数
（
括
弧
内
）
と
比
較
し

て
み
る
。

　

小
学
生
05
年
度
１
１
４

（
31
）
、
06
年
度
１
０
７
（
63
）
、

07
年
度
97
（
59
）
で
３
年
後

の
11
年
度
は
73
人
と
低
下
す

る
と
推
定
、
中
学
生
は
46
人
。

避
難
前
の
生
徒
数
と
の
比
較

で
は
小
学
生
28
％
、
中
学
生

47
％
、
高
校
生
45
％
の
回
復

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

高
校
職
員
構
成
は
避
難
前

は
44
人
、
07
年
度
は
35
人
と

な
り
、
小
・
中
学
校
の
場
合

は
も
っ
と
影
響
が
出
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
子
ど
も
の
帰

島
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

は
、
家
族
の
分
離
、
就
労
先

問
題
と
島
の
将
来
を
決
定
す

る
要
因
と
も
な
る
。

　

生
活
関
連
で
は
、
診
療
所

も
同
様
で
一
ヶ
所
と
な
っ

た
。
前
は
出
張
医
療
で
坪

田
、
阿
古
、
伊
ヶ
谷
、
伊
豆

と
民
間
も
あ
っ
た
。
高
齢
化

の
進
む
な
か
人
口
透
析
機
器

設
置
、
眼
科
等
の
診
療
充
実

を
最
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

農
業
、
漁
業
も
協
同
組
合

へ
の
影
響
は
深
刻
な
も
の
が

あ
る
。
適
当
で
は
な
い
か
も

知
れ
な
い
が
施
設
な
ど
の
回

復
率
を
出
し
て
み
る
と
75
％

と
な
る
。
避
難
前
と
の
人
口

回
復
率
は
第
３
表
の
通
り

74
％
で
あ
り
奇
し
く
も
同
傾

向
で
あ
る
。

　

復
旧
は
、
数
字
の
面
で
は

ま
あ
ま
あ
で
、
こ
れ
か
ら
は

復
興
だ
と
い
え
な
い
構
造
的

な
危
険
要
因
が
い
く
つ
も
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
と
思
う
。

　

全
島
避
難
ま
で
私
た
ち
島

民
は
、
専
門
家
の
噴
火
情
報

に
翻
弄
さ
れ
行
政
機
関
と
責

任
の
な
す
り
あ
い
、
そ
し
て

突
然
の
全
島
避
難
指
示
。
島

民
は
そ
の
為
に
身
体
一
つ
で

見
通
し
も
な
く
避
難
。

　

こ
こ
で
重
要
な
事
は
、
専

門
家
の
判
断
や
行
政
指
示
を

待
た
ず
に
70
％
の
島
民
は
自

主
避
難
を
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
４
年
半
の
避
難
後
も
火

山
ガ
ス
が
１
年
後
に
６
分
の

１
に
減
少
、
前
長
谷
川
村
長

発
２
０
０
２
年
6
月
26
日
、

東
京
新
聞
で
「
段
階
的
・
部

分
帰
島
あ
り
」
と
報
道
。
東

京
都
の
帰
島
慎
重
姿
勢
に

「
長
期
化
は
島
を
廃
墟
に
す

る
」
と
当
時
の
内
閣
府
担
当

の
渋
谷
和
久
氏
と
相
談
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
帰
島
し
て
い

た
ら
屋
根
・
家
屋
も
車
も
電

気
製
品
も
使
え
損
害
も
少
な

く
す
ん
だ
。
島
民
は
行
政
責

任
に
寛
大
だ
。
帰
島
時
期
は

医
療
関
係
者
も
加
わ
り
行
政

と
ま
た
も
責
任
ボ
ー
ル
の
投

げ
あ
い
だ
。

　

こ
の
構
造
は
、
現
在
の
高

濃
度
地
区
・
火
山
ガ
ス
対
策

と
制
限
に
お
い
て
も
継
続
し

て
い
る
。
私
た
ち
は
帰
島
前

に
呼
吸
器
等
の
診
察
を
受
け

そ
こ
で
子
ど
も
や
呼
吸
機
能

障
害
等
は
「
高
感
受
性
者
」

に
、
ま
た
高
濃
度
地
区
の

「
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い

人
々
」
が
生
じ
約
千
人
に
お

よ
ぶ
在
京
島
民
が
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
の
中
で

24
時
間
、
高
感
受
性
者
と
高

濃
度
地
区
の
住
民
は
避
難
・

ガ
ス
放
送
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
高
濃
度
地
区

住
民
の
村
営
住
宅
保
障
も
し

な
い
。
高
濃
度
地
区
再
生
対

策
は
当
事
者
任
せ
で
は
今
後

の
島
の
復
興
・
再
生
に
禍
根

を
残
す
事
は
間
違
い
な
い
。

　

次
に
今
後
の
復
興
・
再
生

の
あ
り
方
だ
が
、
火
山
ガ
ス

の
規
制
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
観

光
事
業
は
限
界
が
あ
る
。
こ

の
時
期
は
、
藤
村
望
洋
氏
（
海

洋
研
修
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
）
の
人
材
育
成
、
入
り
口

の
東
海
汽
船
か
ら
民
宿
の
特

産
物
食
事
提
供
、
情
報
発
信

の
改
善
等
の
足
元
か
ら
、
大

胆
な
提
言
や
実
践
が
復
興
の

基
盤
と
な
る
と
思
う
。

　

そ
の
意
味
で
も
６
億
以
上

の
関
連
予
算
を
見
積
も
っ
た

と
い
わ
れ
る
モ
ー
タ
ー
サ
イ

ク
ル
・
フ
ェ
ス
タ
の
資
料
も

第
４
表
で
掲
載
し
た
。
（
12

月
13
日
に
実
行
委
員
会
が
反

省
会
の
予
定
）
継
続
に
つ
い

て
は
費
用
対
効
果
の
面
か
ら

も
議
論
を
期
待
し
た
い
。

 

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
部
だ

が
根
幹
に
触
れ
る
問
題
だ
。

島
の
将
来
を
託
す
事
が
出

来
る
村
長
と
村
会
議
員
を
選

び
、
島
民
と
手
を
た
ず
さ
え

て
住
み
良
い
島
の
再
生
を
実

現
し
た
い
も
の
だ
。

（表４）モーターサイクル・
　　　　　フェスティバル
11 月 16 日（金）

・オープニングパレード　

　参加台数　島内 21、島外 57、

　　マーシャル６、計 84 台（主）

・ツーリストプロ（試走）

・トライアルデモ

・ウェルカムパーティー　

　　　参加 200 人（警）

11 月 17 日（土）

・ツーリストプロ　参加 25台（主）

・ドラッグレース　　　　　

　プロストックバイク 11 台、　

　スーパーストリート８台（主）

・グランドフェスティバル　

　参加 320 人（警）

11 月 18 日（日）

・ツーリングラリー　　　　

　参加台数　一般 48、マーシャ

　ル 21、計 69 台

・トライアルデモ（主）　　　　

11 月 15 日～ 18 日

・前田淳ギャラリー　261 人（主）

11 月 18 日　　　　　
・ボランティア活動　記念植樹

　　参加者 38 人（主）

来島者数（東海汽船調べ）　

　15 日 273 人　　16 日 384 人

　17 日 252 人　　計 909 人

※（主）は主催者調べ（警）は

　三宅島警察調べ

島の復旧状況を検証

構造的な危険要因が存在

帰
島
時
期
で

　

責
任
の
な
す
り
あ
い
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る
。
一
方
で
、
高
濃
度
地
区

住
民
の
村
営
住
宅
保
障
も
し

な
い
。
高
濃
度
地
区
再
生
対

策
は
当
事
者
任
せ
で
は
今
後

の
島
の
復
興
・
再
生
に
禍
根

を
残
す
事
は
間
違
い
な
い
。

　

次
に
今
後
の
復
興
・
再
生

の
あ
り
方
だ
が
、
火
山
ガ
ス

の
規
制
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
観

光
事
業
は
限
界
が
あ
る
。
こ

の
時
期
は
、
藤
村
望
洋
氏
（
海

洋
研
修
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
）
の
人
材
育
成
、
入
り
口

の
東
海
汽
船
か
ら
民
宿
の
特

産
物
食
事
提
供
、
情
報
発
信

の
改
善
等
の
足
元
か
ら
、
大

胆
な
提
言
や
実
践
が
復
興
の

基
盤
と
な
る
と
思
う
。

　

そ
の
意
味
で
も
６
億
以
上

の
関
連
予
算
を
見
積
も
っ
た

と
い
わ
れ
る
モ
ー
タ
ー
サ
イ

ク
ル
・
フ
ェ
ス
タ
の
資
料
も

第
４
表
で
掲
載
し
た
。
（
12

月
13
日
に
実
行
委
員
会
が
反

省
会
の
予
定
）
継
続
に
つ
い

て
は
費
用
対
効
果
の
面
か
ら

も
議
論
を
期
待
し
た
い
。

 

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
部
だ

が
根
幹
に
触
れ
る
問
題
だ
。

島
の
将
来
を
託
す
事
が
出

来
る
村
長
と
村
会
議
員
を
選

び
、
島
民
と
手
を
た
ず
さ
え

て
住
み
良
い
島
の
再
生
を
実

現
し
た
い
も
の
だ
。
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昨
年
８
月
、
石
原
慎
太
郎

東
京
都
知
事
は
記
者
会
見

で
、
今
年
の
春
に
も
三
宅
島

空
港
が
再
開
す
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

三
宅
島
空
港
は
坪
田
に
あ

り
、
敷
地
の
半
分
が
高
濃
度

地
区
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
東
京
都
が
ガ
ス
の
観

測
体
制
を
整
え
、
情
報
提
供

を
す
る
こ
と
が
再
開
の
条
件

と
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
東
京
都
で

は
、
昨
年
か
ら
空
港
周
辺
の

気
象
観
測
を
実
施
。
そ
の
結

果
、
東
風
が
吹
く
時
や
雄
山

山
頂
の
風
速
が
９
Ｍ
以
上
の

時
に
は
ガ
ス
の
影
響
を
受
け

に
く
い
と
い
う
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
が
、
知
事
の
発
言

に
繋
が
っ
た
。

　

三
宅
島
空
港
の
再
開
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
い
く
つ
か
の

問
題
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

は
、
風
向
き
や
風
速
な
ど
飛

行
機
を
飛
ば
す
た
め
の
条
件

が
あ
る
中
で
１
年
に
ど
れ
ほ

ど
の
飛
行
が
可
能
な
の
か
と

い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
採
算

が
合
う
か
に
関
し
て
も
。
東

京
都
や
三
宅
村
の
援
助
が
な

け
れ
ば
難
し
い
と
い
う
意
見

も
聞
か
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を
、

全
日
空
広
報
室
に
電
話
で
取

材
を
し
た
。
返
っ
て
き
た
答

え
は
、
「
需
要
が
見
込
め
る

と
い
う
こ
と
で
再
開
を
決
定

し
た
の
は
確
か
で
す
。
し
か

し
、
今
は
ま
だ
ガ
ス
の
問
題

を
中
心
に
、
技
術
的
な
検

証
を
し
て
い
る
段
階
で
す
。

２
、
３
月
に
決
め
る
事
業
計

画
に
も
り
込
め
る
か
ど
う
か

の
状
態
な
の
で
、
詳
細
は
お

伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
」
と
、
詳
し
い
こ
と
は
聞

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

や
空
港
再
開
決
定
な
ど
、

島
の
復
興
は
進
ん
で
い
ま

す
が
、
ま
だ
問
題
が
多
い

の
も
事
実
で
す
。

　

在
京
の
方
も
含
め
、
島

民
の
方
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら

も
、
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

昨
年
11
月
17

日

に
、

巣

鴨

の
「
地
蔵
そ
ば

大
橋
屋
」
で
、

「
第
３
回
在
京

ふ
れ
あ
い
懇
親

会
」
が
行
わ
れ

た
。
参
加
者
は

42
人
。

　

第
一
部
で
は

舞
踊
家
鶴
吉
さ

ん
の
シ
ョ
ー
や

旧
山
古
志
村
村
長
で
衆
議
院

議
員
の
長
島
忠
美
さ
ん
か
ら

の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
。

　

第
二
部
は
協
力
者
に
よ

る
手
品
や
ダ
ン
ス
、
フ

ル
ー
ト
演
奏
の
ほ
か
に
、

島
出
身
者
の
山
田
木
末
さ

ん
が
民
謡
を
披
露
。
最
後

は
全
員
で
「
明
日
が
あ
る

さ
」
を
歌
い
、
閉
会
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
「
今
回

が
初
め
て
の
参
加
で
し
た

が
、
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し

た
」
と
話
し
た
。

編
集
後
記

 

火
山
ガ
ス
の
高
濃
度
地
区
内
に
、
そ
の
一
部
が
あ
る
こ
と
で
再

開
が
遅
れ
て
い
た
三
宅
島
空
港
。
石
原
都
知
事
は
今
春
に
も
再

開
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
語
っ
た
が
、
羽
田
か
ら
の
路
線
を

持
つ
全
日
空
に
取
材
を
し
て
み
る
と
運
行
を
始
め
る
時
期
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
そ
う
で
、
島
民
の
悲
願
で
あ
る
空
路
再
開

に
は
ま
だ
不
確
定
な
部
分
も
多
い
よ
う
だ
。

限
ら
れ
る
飛
行
可
能
な
条
件

在京ふれあい懇親会 11 月 17 日に

舞踊やダンスで楽しいひととき

空港再開決定したが…

全日空  都の協力で技術面を検証

三宅島空港

この新聞は、向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当し、大妻女子大学人間関係学部
干川研究室が印刷に協力しています。

盛況に行われたふれあい懇親会

高
濃
度
地
区
に
あ
る
三
宅
島
空
港


